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1主
上
浦
徐
氏
西
徐
除
氏
唐
、
貞
元
二
年
(
七
八
六
)
に
霊
山
徐
氏
よ
り
分
支
宋
、
南
波
の
時
、
開
封
府
祥
符
県
よ
り
西
徐
へ
移
住
。
は
移
住
し
て
き
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
実
際
に
、
前
節
で
具
体
的
な
新
し
い
主
体
的
担
い
手
と
し
て
確
認
さ
れ
た
尤
氏
に
し
て
も
、
や
は
り
他
地
か
ら
移
住
し
て
き
た
一
族
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
次
の
例
は
、
術
州
の
徐
僅
王
廟
に
所
在
す
る
韓
愈
が
撰
し
た
廟
碑
が
、
あ
る
衡
州
の
一
族
の
移
住
に
伴
っ
て
、
そ
の
移
住
先
(
婆
州
蘭
鋳
県
)
の
別
廟
で
も
摸
刻
さ
れ
、
そ
の
一
族
が
在
地
の
土
人
や
庶
良
達
と
廟
事
を
と
り
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
術
州
徐
偲
王
廟
有
韓
愈
氏
矯
碑
文
。
其
別
廟
在
今
蘭
絡
州
者
、
(
中
略
)
術
人
柴
某
家
於
蘭
鎖
、
既
奥
州
之
士
民
情
其
洞
事
、
且
事
刻
愈
碑
文
、
立
石
殿
属
。
(
「
金
華
先
生
文
集
』
巻
九
、
「
徐
催
王
廟
碑
後
記
」
)
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
一
族
の
移
住
が
、
移
住
先
に
所
在
す
る
桐
廟
に
何
ら
か
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
う
。
と
こ
ろ
で
、
上
田
信
氏
は
、
宗
族
の
移
住
・
定
着
の
過
程
と
し
て
、
掘
削
江
の
あ
る
一
つ
の
地
域
に
つ
い
て
、
唐
・
五
代
に
華
北
・
福
建
を
含
む
広
い
範
囲
で
移
住
が
行
わ
れ
、
宋
代
に
は
漸
江
省
を
一
つ
の
範
聞
と
【
M
m
v
す
る
移
住
が
主
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
本
稿
で
も
取
り
上
げ
た
術
州
の
龍
瀞
県
に
つ
い
て
、
方
臓
の
乱
に
よ
り
一
一
O
O年
1
一
-
四
(
お
)
九
年
に
お
い
て
、
龍
激
県
全
域
に
対
す
る
移
入
が
急
増
し
た
こ
と
等
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
唐
l
宋
に
か
け
て
の
こ
う
し
た
人
々
の
流
動
と
い
っ
た
状
況
が
、
廟
事
の
主
た
る
担
い
手
の
変
化
の
要
因
と
し
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
別
の
地
域
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
々
は
、
何
故
、
移
住
先
に
存
在
す
る
洞
廟
に
関
与
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
う
か
。
そ
こ
で
次
に
は
、
一
例
と
し
て
無
錫
の
尤
氏
の
実
態
に
つ
い
て
具
体
的
な
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
尤
氏
が
偲
玉
廟
の
存
在
す
る
無
錫
開
化
郷
に
定
住
し
た
の
は
、
廟
碑
を
記
し
た
棟
の
五
代
前
の
祖
に
当
る
叔
保
の
時
で
あ
り
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
壁
疋
し
難
い
が
、
後
掲
の
系
図
に
み
え
る
孫
の
尤
輝
の
生
年
か
ら
し
て
北
宋
の
初
期
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
元
初
に
同
族
の
尤
記
が
尤
氏
一
族
の
事
蹟
に
つ
い
て
記
し
た
『
高
柳
撲
連
醤
話
』
(
以
下
、
「
醤
話
』
と
略
す
。
)
に
よ
れ
ば
、
始
選
制
岡
崎
待
制
公
諒
叔
保
自
晋
江
避
難
入
具
、
往
来
呉
中
諸
郡
、
未
有
定
虞
。
(
中
略
)
定
居
錫
之
許
舎
山
中
。
と
あ
っ
て
、
始
遷
祖
の
叔
保
は
、
福
建
泉
州
府
の
晋
江
県
よ
り
何
ら
か
の
難
を
避
け
て
、
現
在
の
江
蘇
省
一
帯
に
入
り
、
開
化
郷
に
あ
る
許
舎
山
中
に
定
住
し
た
。
叔
保
は
、
「
待
制
公
徒
手
に
し
て
呉
に
入
江
る
。
」
(
『
沓
話
』
)
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
地
に
移
住
し
て
き
た
時
に
は
、
領
財
産
も
何
も
無
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
更
に
、
一
性
最
穎
普
書
、
尤
長
方
丈
扇
額
字
、
間
以
給
宣
自
娘
、
求
者
必
厚
償
、
然
判
明
後
落
筆
。
故
晩
年
頗
雄
於
財
O
(
『
否
話
』
)
ト
と
み
え
る
の
で
、
寺
観
の
扇
額
の
題
字
を
書
い
た
り
、
絵
画
を
描
い
附
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
晩
年
は
、
か
な
り
の
財
力
を
蓄
え
た
よ
航
う
で
あ
る
。
ま
た
、
叔
保
は
、
開
化
郷
に
あ
っ
て
、
徳
の
あ
る
行
い
帽
を
し
、
土
地
の
人
々
よ
り
崇
拝
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
許
庁
仇
(
担
市
舎
山
中
の
人
々
を
虎
か
ら
守
る
の
に
功
が
あ
っ
た
な
ど
で
あ
る
。
な
↓
ぉ
、
叔
保
に
は
、
『
奮
話
』
に
、
「
待
制
公
ご
子
を
生
む
。
皆
洪
夫
人
考
出
す
る
な
り
。
長
は
有
終
公
詩
は
大
成
な
り
。
(
中
略
)
有
終
公
の
瑚
母
弟
は
無
己
公
斡
は
太
公
な
り
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
二
子
が
あ
っ
棚
た
が
、
彼
等
に
も
ま
た
父
と
同
様
に
、
有
徳
の
事
蹟
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
次
子
の
太
公
に
は
、
5
 
5
郷
右
許
氏
婦
、
奥
人
私
同
謀
殺
夫
。
里
宰
白
其
事
、
有
司
不
明
、
置
旦
宰
罪
。
公
摘
数
十
金
翁
照
之
。
(
「
萄
話
」
)
と
あ
る
如
く
、
近
隣
の
許
氏
の
夫
人
が
、
人
と
謀
っ
て
夫
を
殺
害
し
た
一
件
で
、
そ
れ
を
訴
え
て
逆
に
罪
に
問
わ
れ
て
し
ま
っ
た
里
正
の
た
め
に
、
金
で
そ
の
罪
を
蹟
っ
て
や
っ
た
と
い
っ
た
事
践
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
尤
氏
は
、
始
遷
祖
や
そ
の
子
ら
の
財
力
や
功
徳
を
背
景
と
し
た
行
為
に
よ
っ
て
、
開
化
郷
に
お
い
て
、
指
導
的
な
立
場
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
尤
氏
は
、
太
公
の
子
で
あ
る
輝
に
至
っ
て
、
初
め
て
進
士
及
第
者
を
出
す
に
至
る
。
次
頁
に
示
す
尤
氏
の
系
図
を
参
照
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
輝
よ
り
以
降
も
、
多
数
の
進
士
及
第
者
や
仕
官
者
を
輩
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
『
奮
話
』
の
文
簡
公
(
哀
)
服
閥
、
即
登
上
第
、
組
孫
皆
尚
書
、
至
不
自
記
、
凡
六
世
而
金
紫
未
絶
也
。
と
い
っ
た
記
事
か
ら
も
窺
え
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
尤
衰
の
よ
う
に
尚
書
ク
ラ
ス
の
官
に
就
く
者
も
何
人
か
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
系
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
輝
の
姉
二
人
は
、
葛
氏
兄
弟
に
嫁
い
で
い
る
が
、
こ
の
葛
氏
は
、
近
隣
の
丹
陽
県
(
潤
州
)
で
、
や
は
り
進
士
及
第
者
を
多
数
朝
早
出
し
て
い
る
一
族
で
あ
る
。
文
献
公
(
輝
)
二
姉
、
皆
適
葛
氏
兄
弟
也
。
二
子
各
生
四
男
、
皆
有
文
章
盛
名
、
江
左
稀
葛
氏
八
響
。
勝
仲
・
次
仲
同
登
何
昌
吉
梼
進
士
。
(
中
略
)
師
仲
・
正
仲
繕
之
、
亦
一
時
衣
冠
之
接
、
而
其
後
畢
者
、
亦
十
鈴
人
、
戚
得
外
家
之
教
。
(
『
萄
話
」
)
〈無錫尤氏系図〉
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典拠『高柳渓遁奮話j等
葛
氏
兄
弟
山
と
あ
る
の
は
、
葛
氏
に
嫁
い
だ
輝
の
姉
遠
の
子
で
あ
る
勝
仲
・
次
仲
・
A
M
a
v
 
蹄
仲
・
正
仲
が
進
士
に
及
第
し
、
著
氏
の
そ
の
後
の
及
第
者
数
十
人
も
、
す
べ
て
外
家
、
即
ち
尤
氏
の
教
え
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
近
隣
の
有
力
な
一
族
と
の
人
脈
の
形
成
も
ま
た
、
在
地
に
お
け
る
尤
氏
一
族
の
地
位
を
一
層
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
て
尤
氏
は
、
無
錫
開
化
郷
に
あ
っ
て
、
言
わ
ば
新
興
の
官
僚
輩
出
の
一
族
と
し
て
、
在
地
に
お
け
る
指
導
的
立
場
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
う
し
た
過
程
備
に
お
い
て
、
土
地
の
庶
民
等
が
多
数
信
仰
す
る
徐
値
王
廟
に
尤
氏
が
一
関
与
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
在
地
に
お
け
る
指
導
的
立
場
の
新
形
成
と
い
っ
た
側
面
を
、
よ
り
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
↑
で
あ
る
。
始
遷
祖
の
叔
保
は
、
や
は
り
在
地
の
洞
廟
で
あ
る
関
侯
洞
附
に
関
与
し
、
廟
の
後
方
に
あ
る
亭
の
扇
額
の
題
字
を
書
い
た
り
、
竹
肱
木
を
培
植
し
た
り
し
て
祖
先
と
同
じ
様
に
敬
拝
し
て
い
る
。
そ
し
て
欄
こ
う
し
た
行
為
に
よ
り
、
多
く
の
人
々
が
関
侯
洞
に
敬
拝
す
る
よ
う
代
に
な
っ
た
と
『
奮
話
』
は
伝
え
る
。
4
開
侯
洞
凡
三
男
建
築
於
背
楓
巌
下
。
洞
後
湾
水
車
可
実
男
立
一
f
方
亭
針
揮
、
扇
日
雲
留
亭
。
題
商
遁
柱
回
、
山
光
悦
鳥
性
、
海
影
空
人
心
。
肪
芦
侍
制
公
手
筆
。
待
制
公
奉
開
候
、
不
異
租
先
、
朔
望
必
拝
、
飴
日
隅
一
一
一
旺
五
日
必
来
、
淵
掃
度
揖
、
培
漉
竹
木
。
故
竹
木
比
他
山
麓
、
更
森
蔚
可
愛
。
制
春
秋
多
砕
人
、
亦
有
進
開
侯
香
者
。
従
っ
て
、
尤
氏
が
僅
王
廟
の
存
続
に
貢
献
し
、
付
設
の
庵
を
建
立
し
た
な
ど
と
い
っ
た
行
為
も
ま
た
、
土
地
の
人
々
の
催
王
廟
へ
の
信
仰
江)57 
を
よ
り
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
し
、
そ
れ
に
よ
り
尤
氏
の
在
地
に
お
け
る
指
導
的
立
場
も
自
ず
と
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。し
か
し
、
在
地
の
洞
廟
へ
の
関
与
は
、
た
だ
単
に
、
こ
の
よ
う
な
在
地
に
お
け
る
指
導
的
立
場
形
成
の
強
化
の
た
め
だ
け
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
尤
氏
の
僅
王
廟
へ
の
具
体
的
な
関
与
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
既
に
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
廟
に
付
属
す
る
閃
畝
余
り
の
土
地
の
租
税
を
、
尤
氏
が
代
わ
り
に
納
入
し
て
や
っ
た
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
洞
廟
に
は
、
租
税
を
納
入
す
べ
き
あ
る
程
度
の
土
地
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
無
錫
の
健
王
廟
に
至
っ
て
は
、
尤
棟
が
「
無
錫
豚
徐
恨
王
廟
庵
記
」
の
中
で
、
一
日
其
嗣
孫
文
檀
款
門
目
、
廟
庵
規
栴
組
整
、
惟
故
山
未
'
復
。
余
目
、
於
吾
宗
族
時
之
、
時
始
乎
、
此
廟
僅
有
此
山
。
今
庵
而
陵
、
隠
而
橋
、
一
照
映
湖
演
、
過
者
属
目
前
之
。
(
中
略
)
余
謂
元
本
所
在
、
皆
王
仁
義
之
津
、
浸
潤
演
塩
、
非
惟
子
孫
敬
之
、
塁
人
典
浮
屠
氏
皆
敬
之
、
故
相
鴬
扶
持
、
廃
者
復
興
、
失
者
復
還
也
。
(
中
略
)
法
山
去
先
盤
。
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
尤
氏
一
族
が
こ
の
地
に
移
住
し
て
き
て
よ
り
以
来
、
廟
に
付
近
す
る
施
設
が
拡
充
整
備
さ
れ
、
特
に
史
料
中
に
み
え
る
庵
は
、
既
に
み
た
よ
う
に
、
尤
氏
一
族
の
熔
の
建
立
に
係
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
更
に
は
、
尤
氏
が
廟
の
領
域
内
に
、
自
ら
の
祖
先
の
墓
を
立
て
、
そ
の
領
域
を
占
有
し
て
い
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
尤
氏
の
移
住
以
来
の
積
極
的
な
値
王
廟
へ
の
介
入
58 
は
、
自
ら
の
経
済
的
基
盤
確
立
の
た
め
に
、
よ
り
小
作
料
の
と
れ
る
土
地
へ
、
現
地
の
有
力
層
が
入
っ
て
き
た
と
も
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
始
遷
祖
の
叔
保
が
、
ま
ず
「
許
舎
山
中
の
租
基
は
、
乃
ち
江
氏
の
倣
居
を
買
ひ
て
之
を
新
む
る
者
な
り
。
」
(
『
奮
話
」
)
と
い
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
も
、
他
地
か
ら
移
住
し
て
き
た
一
族
が
、
経
済
的
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
に
は
必
然
で
あ
り
、
在
地
の
洞
廟
へ
の
介
入
も
、
こ
う
し
た
活
動
の
一
側
面
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
う
に
、
唐
宋
期
に
お
け
る
人
々
の
流
動
は
、
在
地
の
洞
廟
に
多
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
唐
代
ま
で
仮
王
廟
の
主
体
的
な
担
い
手
で
あ
っ
た
望
族
徐
氏
に
変
わ
り
う
る
よ
う
な
新
興
の
一
族
を
、
在
地
で
生
み
だ
す
端
緒
と
な
っ
た
。
彼
等
は
、
担
錫
の
尤
氏
の
よ
う
に
、
在
地
に
お
け
る
自
ら
の
指
導
的
立
場
の
形
成
、
経
済
的
基
盤
の
確
立
の
た
め
に
、
積
極
的
に
健
王
閥
に
介
入
し
、
新
た
な
廟
事
の
主
た
る
担
い
手
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
徐
値
王
廟
に
つ
い
て
、
明
の
胡
翰
は
、
(
『
胡
仲
子
集
』
巻
七
)
の
中
で
、
洪
武
十
有
一
年
、
夏
六
月
、
不
雨
。
環
郡
之
邑
、
厭
田
高
者
嚢
折
、
下
者
剛
燥
、
阪
湾
既
掲
、
原
泉
不
通
、
稼
日
就
稿
、
農
民
告
病
。
(
中
略
)
蘭
綴
距
郡
五
十
里
、
其
邑
皐
不
矯
災
。
除
邑
而
西
、
又
二
十
五
里
矯
香
渓
。
「
香
渓
仁
恵
廟
静
雨
記
」
入
其
雇
、
則
共
滞
之
掲
者
演
而
注
、
其
土
之
焦
者
悼
而
沃
、
田
間
光
光
皆
美
稼
也
。
余
鴬
惇
且
喜
、
間
諸
父
老
、
皆
目
先
是
回
早
央
、
農
告
病
央
、
頼
吾
司
征
之
長
吉
安
劉
君
思
忠
、
zm免
於
献
。
乃
六
月
己
丑
、
君
率
父
老
鵡
於
里
之
偲
王
廟
、
合
百
一
肺
同
事
之
。
と
述
べ
、
ま
た
、
清
の
王
抱
承
は
、
「
徐
値
王
廟
文
」
(
『
無
錫
開
化
郷
志
』
巻
上
、
寺
観
廟
社
「
徐
催
王
廟
」
に
引
く
)
の
中
で
、
古
者
封
君
、
皆
有
食
邑
。
沿
及
宋
時
、
制
詰
有
食
賀
封
幾
百
戸
之
例
。
凡
有
功
徳
於
民
者
、
生
食
其
戸
数
之
時
、
没
享
其
戸
数
之
祭
、
此
塁
枇
之
所
由
来
也
。
(
中
略
)
我
錫
里
社
両
名
氏
著
於
史
冊
者
有
四
駕
。
(
中
略
)
南
偏
渓
湖
涯
蕗
有
石
塘
締
管
大
王
徐
偲
王
。
締
管
矯
唐
時
隼
官
之
街
。
宋
元
亦
因
之
。
王
更
冠
以
線
管
、
則
石
塘
呈
枇
榊
蒐
牢
実
。
毎
歳
入
月
二
目
、
民
扶
老
摘
幼
、
拝
王
廟
中
、
終
日
刷
用
矯
榊
誕
。
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
徐
偲
玉
廟
は
、
明
清
時
代
に
至
っ
て
も
、
そ
の
地
域
に
根
差
し
た
神
と
し
て
、
土
地
の
父
老
や
庶
民
た
ち
か
ら
の
信
仰
を
集
め
、
圏
平
害
等
か
ら
文
字
通
り
郷
土
を
守
護
す
る
神
と
し
て
そ
の
霊
験
を
期
待
さ
れ
、
そ
こ
に
は
せ
い
ぜ
い
地
方
官
が
関
与
す
る
だ
け
の
一
地
方
神
と
し
て
、
そ
の
姿
を
保
ち
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
数
百
年
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
亘
っ
て
、
同
じ
地
域
で
、
同
じ
霊
験
を
期
待
さ
れ
て
信
仰
さ
れ
続
け
て
き
た
地
方
神
は
、
表
面
的
に
は
何
ら
姿
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
あ
ま
り
に
も
日
常
的
で
あ
る
が
故
に
、
と
も
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
中
に
あ
っ
て
は
、
顕
著
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
な
存
在
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
性
格
の
故
に
、
地
方
神
は
、
時
間
の
長
い
経
過
の
中
に
あ
っ
て
は
、
か
え
っ
て
、
そ
の
澗
廟
を
と
り
巻
く
各
時
代
の
社
会
の
様
相
を
我
々
に
物
語
っ
て
く
れ
る
証
人
で
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
徐
値
玉
廟
は
、
そ
も
そ
も
王
に
ゆ
か
り
の
あ
る
宗
族
・
子
弟
に
よ
っ
て
、
王
の
仁
義
を
慕
っ
て
建
て
ら
れ
た
洞
廟
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
徐
氏
一
族
に
よ
っ
て
、
億
王
廟
は
、
江
南
一
帯
に
分
布
を
み
る
に
至
り
、
地
方
神
と
し
て
各
地
に
根
差
し
て
存
続
し
て
い
く
こ
と
に
江
な
る
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
唐
末
頃
ま
で
は
、
徐
値
玉
の
子
孫
で
舗
あ
り
、
代
々
そ
の
地
域
で
名
望
の
あ
っ
た
徐
氏
一
族
が
、
脈
脈
と
主
一
体
的
に
廟
事
を
掌
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
唐
宋
変
革
期
を
経
て
、
特
何
度
か
慶
子
は
廃
壌
の
危
機
に
瀕
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
宋
↑
代
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
は
廟
事
に
主
体
的
に
は
関
与
し
な
か
っ
た
酎
土
地
の
庶
民
、
と
り
わ
け
富
民
層
ゃ
、
例
え
ば
、
無
錫
の
尤
氏
に
代
俳
表
さ
れ
る
よ
う
な
新
興
の
士
大
夫
層
の
値
王
廟
へ
の
積
極
的
な
介
入
桐
が
あ
り
、
王
廟
を
更
に
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
代
唐
宋
期
に
お
け
る
廟
事
の
主
体
的
な
担
い
手
の
変
化
の
要
因
と
し
て
味
は
、
人
々
の
移
動
と
い
っ
た
こ
と
が
一
つ
考
え
ら
れ
た
が
、
彼
等
は
、
考
在
地
に
お
け
る
指
導
的
な
立
場
の
形
成
、
自
ら
の
経
済
的
基
盤
の
確
瑚
立
の
た
め
に
積
極
的
に
土
地
の
澗
廟
に
介
入
し
て
い
っ
た
の
で
あ
細
る
。
宋
代
に
お
け
る
科
挙
制
度
の
完
成
は
、
各
地
に
多
数
の
土
人
層
を
生
み
出
す
に
至
る
が
、
彼
等
は
ま
た
、
各
地
域
社
会
で
、
従
来
よ
り
59 
代
々
名
望
の
あ
っ
た
一
族
に
代
わ
っ
て
、
そ
の
土
地
に
根
差
し
た
洞
廟
の
新
た
な
主
体
的
担
い
手
に
も
な
り
得
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
あ
る
地
方
神
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
洞
廟
と
そ
れ
を
と
り
巻
く
地
域
社
会
の
様
相
を
鑑
み
た
場
合
、
こ
の
よ
う
な
洞
廟
は
、
国
家
か
ら
廟
額
や
封
号
を
下
賜
さ
れ
る
に
せ
よ
、
あ
く
ま
で
も
民
間
主
導
の
地
域
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
せ
い
ぜ
い
地
方
官
が
関
与
す
る
程
度
で
あ
っ
た
。
南
宋
末
か
ら
元
に
か
け
て
、
海
神
と
し
て
広
く
分
布
を
み
る
に
至
っ
た
天
妃
廟
は
、
北
宋
末
に
廟
額
が
下
賜
さ
れ
泊
が
、
一
地
方
神
で
し
か
な
か
っ
た
南
宋
初
期
に
は
、
『
朱
子
語
類
』
巻
一
=
二
、
本
朝
五
に
、
〔
秦
檎
〕
建
勘
問
中
何
慮
州
海
島
上
有
林
二
十
三
娘
、
適
度
甚
物
事
、
追
之
。
尉
卸
往
海
上
収
一
二
老
婦
女
、
林
幾
娘
皆
有
之
、
倶
担
林
二
十
三
娘
。
郷
老
云
、
此
中
只
有
一
廟
、
是
林
二
十
三
娘
腐
σ
建
令
郷
老
供
文
字
去
、
且
休
了
。
と
あ
る
よ
う
に
、
中
央
で
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
実
態
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
宋
代
に
お
け
る
地
方
神
と
し
て
の
性
格
歩
有
す
る
洞
廟
の
在
り
方
が
、
ま
さ
に
こ
こ
に
垣
間
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
澗
廟
の
在
り
方
や
、
何
度
も
廃
壌
に
瀕
し
た
洞
廟
を
存
続
た
ら
し
め
て
い
っ
た
新
た
な
主
体
的
な
担
い
手
の
存
在
に
、
宋
代
に
お
け
る
洞
廟
族
生
の
要
因
の
一
端
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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(
1
)
愛
宕
松
男
「
天
妃
考
」
(
『
満
蒙
史
論
議
」
第
四
、
一
九
四
三
、
の
ち
『
愛
宕
松
男
東
洋
史
論
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』
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巻
、
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書
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房
、
一
九
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収
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李
献
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九
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森
田
憲
司
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梅
原
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」
(
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近
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中
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社
会
史
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横
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「
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の
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立
」
(
『
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想
』
一
九
九
O
六
)
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な
ど
。
(5)
最
近
、
妹
尾
達
彦
氏
は
、
地
神
廟
に
対
す
る
各
政
権
の
対
応
を
手
掛
か
り
に
、
河
東
池
塩
専
売
制
度
の
時
代
的
特
徴
を
窺
う
と
い
っ
た
視
角
か
ら
、
一
地
方
神
で
あ
る
池
神
廟
の
沿
革
に
関
す
る
専
論
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
「
盟
池
の
国
家
祭
租
|
昌
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河
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池
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と
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『
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史
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』
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巻
、
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九
九
二
)
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(6)
金
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徳
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「
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杷
社
会
の
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開
」
(
立
正
大
学
史
学
会
編
『
宗
教
社
会
史
研
究
』
一
九
七
七
)
以
降
の
一
連
の
研
究
。
松
本
浩
一
「
宋
代
の
賜
額
・
賜
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に
つ
い
て
|
主
と
し
て
「
宋
会
要
輯
稿
』
に
み
え
る
史
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か
ら
」
(
野
口
銭
郎
編
『
中
国
史
に
お
け
る
中
央
政
治
と
地
方
社
会
』
、
昭
和
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年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
総
合
研
究
(A)
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究
成
果
報
告
書
、
一
九
人
六
)
。
小
島
毅
「
正
洞
と
淫
胴
|
福
建
の
地
方
志
に
お
け
る
記
述
と
論
理
|
」
(
「
東
洋
文
化
研
究
所
紀
霊
山
、
一
九
九
こ
。
な
ど
。
(7)
〈
巴
o
コm
国
mロ"。ロ
e
斗
同
居
同
国
ω命
。
門
田
内
岡
田
O
ロ
巳
口
ロ
-z・
3
n
F
E
H
m
E側
目
。
己
ω
E
E
m
a
M
m〈巴
nFEω
・
同
回
目
叶
H
N
2
Y
司
コ
ロ
n
o庁、
。
ロ
ロ
ロ
=
一
2
・
印
刷
戸
同
〕
可
司
2
u
m
m
r
H也
市
山
0
・
(B)
徐
値
王
廟
に
つ
い
て
は
、
注
(
2
)
の
森
田
論
文
で
、
外
郡
行
耐
の
一
つ
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
(
9
)
〈
図
〉
は
、
『
宋
元
方
志
叢
刊
』
・
『
天
一
閣
議
明
代
方
志
選
刊
』
・
『
中
国
方
志
叢
書
」
(
江
蘇
省
所
江
省
)
等
を
参
照
し
て
作
成
し
た
。
(
叩
)
本
史
料
を
引
用
す
る
に
当
っ
て
は
、
指
寧
『
博
物
志
校
証
』
中
華
書
局
、
-
九
人
O
、
「
水
経
注
』
巻
入
、
済
水
注
に
引
く
劉
成
国
『
徐
州
地
浬
志
」
及
び
『
大
平
御
覧
」
巻
三
四
七
を
参
照
し
た
。
(
日
)
周
の
穆
王
が
楚
の
文
王
に
徐
催
王
を
討
伐
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
唐
、
張
守
節
が
『
史
記
正
義
』
の
中
で
、
『
古
史
考
』
の
「
徐
催
王
典
楚
文
王
同
時
、
去
周
穆
王
遠
実
。
且
王
者
行
有
周
術
、
量
得
救
乱
而
獅
長
駆
日
行
千
里
千
。
」
と
い
う
文
章
を
引
用
し
て
『
史
記
』
の
記
述
の
非
を
指
摘
し
、
ま
た
『
水
経
注
疏
」
巻
八
の
中
で
揚
守
敬
は
、
張
守
節
の
考
証
を
ふ
ま
え
、
そ
れ
故
に
、
『
博
物
志
』
で
は
、
た
だ
「
周
王
」
・
「
楚
」
と
の
み
記
さ
れ
て
、
そ
の
名
を
著
わ
し
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
(
ロ
)
『
水
経
注
』
巻
八
、
済
水
注
に
引
く
『
徐
州
地
理
志
』
に
、
「
徐
催
王
之
異
、
言
徐
君
宮
人
娠
而
生
卵
、
以
矯
不
枠
、
棄
之
子
水
演
。
孤
猫
母
有
犬
、
名
目
鵠
倉
、
瑚
冊
子
水
側
、
得
棄
卵
、
街
以
来
蹄
。
孤
濁
母
以
矯
異
、
覆
燥
之
、
準
成
児
。
生
時
催
、
故
以
矯
名
。
徐
君
宮
中
間
之
、
乃
更
録
取
。
長
而
仁
智
、
襲
君
徐
図
。
」
と
あ
る
。
(
日
)
『
水
経
注
』
巻
八
、
済
水
注
。
(M)
「
通
志
』
巻
二
六
、
氏
族
略
「
徐
氏
。
(
中
略
)
自
若
木
至
偲
王
三
十
二
世
、
矯
周
所
滅
。
復
封
其
子
宗
矯
徐
子
、
宗
十
一
世
孫
章
羽
、
昭
江)
三
十
年
、
魚
呉
所
滅
。
子
孫
以
圏
第
氏
。
」
(
日
)
成
淳
『
臨
安
士
山
』
巻
七
回
、
洞
泥
四
「
徐
値
王
廟
。
(
中
略
)
健
主
之
後
、
居
於
潜
、
鴬
杭
望
族
。
有
値
王
洞
、
皆
徐
氏
所
建
。
」
(
国
)
景
定
『
殿
州
績
志
』
巻
五
、
制
廟
「
徐
値
王
廟
。
在
慈
順
郷
。
昔
徐
姓
自
太
末
徒
是
郷
、
因
建
行
澗
。
」
(
げ
)
郁
賢
陪
『
唐
代
刺
史
考
』
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
。
(
沼
)
二
人
の
刺
史
に
つ
い
て
、
岸
仲
勉
氏
は
、
史
料
中
の
「
前
碑
所
謂
今
戸
部
侍
郎
、
其
大
父
也
。
」
と
い
う
部
分
の
「
前
碑
」
を
開
元
初
め
の
も
の
と
仮
定
し
、
戸
部
侍
郎
を
歴
任
L
た
徐
知
仁
を
刺
史
の
一
人
と
み
な
し
て
い
る
(
『
元
和
姓
纂
四
校
記
」
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
却
、
一
九
七
五
)
。
し
か
し
、
術
州
の
値
主
廊
碑
は
、
韓
愈
の
碑
が
立
て
ら
れ
る
以
前
に
、
大
暦
八
年
、
貞
元
十
年
、
永
貞
元
年
の
そ
れ
ぞ
れ
に
も
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
(
『
金
石
録
」
巻
八
及
ぴ
『
賀
刻
叢
編
」
巻
二
ニ
)
、
必
ず
し
も
「
前
碑
」
を
閲
元
初
の
も
の
と
は
断
定
し
難
い
。
ま
た
、
同
じ
史
料
中
で
韓
愈
自
ら
が
、
「
堅
・
崎
之
後
、
達
夫
廊
之
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
開
元
初
の
一
一
人
の
刺
史
を
徐
堅
と
徐
晴
之
と
み
な
し
た
。
(
四
)
『
新
唐
書
』
巻
一
九
九
、
儒
準
中
「
徐
粛
聴
字
将
道
、
湖
州
長
城
人
、
(
中
略
)
子
堅
。
」
『
新
唐
書
』
巻
一
六
O
、
徐
浩
停
「
徐
浩
字
季
海
、
越
州
人
。
(
中
略
)
始
、
浩
父
暢
之
普
書
、
以
法
授
泊
、
盆
工
。
」
(
却
)
『
奮
唐
書
」
巻
一
九
O
中
の
本
伝
に
、
「
徐
安
貞
者
、
信
安
龍
丘
人
。
」
と
あ
る
。
(
幻
)
現
行
本
で
は
、
『
元
和
姓
纂
』
巻
二
、
徐
に
、
「
於
潜
。
値
王
之
後
、
潟
杭
州
望
族
。
」
と
み
え
る
。
(n)高
暦
『
龍
静
脈
志
』
巻
三
、
洞
杷
「
徐
値
王
洞
、
卸
仁
恵
廟
在
霊
山
。
」
(
お
)
民
国
『
龍
瀞
牒
志
」
巻
三
、
氏
族
考
上
「
暴
露
山
徐
氏
諮
載
、
菅
時
、
盛
琳
・
裳
彦
伯
劉
守
時
・
徐
珠
、
梁
時
、
王
借
儒
、
居
時
、
徐
常
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時
・
徐
曾
言
一
、
諸
人
奉
詔
修
籍
牒
、
各
文
叙
世
系
相
類
、
嘗
宥
所
本
、
非
同
臆
造
。
」
(
斜
)
本
史
料
の
編
纂
の
理
由
・
目
的
・
方
法
・
過
程
及
び
信
頼
性
に
つ
い
て
は
、
牧
野
巽
「
民
国
龍
誹
牒
志
に
あ
ら
は
れ
た
宗
族
と
族
譜
」
上
(
『
民
族
学
研
究
」
6
3
、
一
九
四
O
)
及
び
上
田
信
「
地
域
と
宗
族
断
江
省
山
間
部
」
(
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
」
刷
、
一
九
八
四
)
を
参
照
。
(
お
)
寓
暦
『
能
瀞
勝
志
」
巻
八
、
人
物
「
唐
徐
安
貞
、
初
名
楚
玉
、
字
子
貞
。
」
な
お
、
『
新
唐
書
』
巻
二
O
O
の
本
伝
で
は
、
徐
楚
墜
に
作
る
。
(
お
)
「
萄
唐
書
」
巻
一
九
O
中
、
文
苑
「
開
元
中
渦
中
書
舎
人
・
集
賢
院
事
士
。
上
毎
腐
文
及
作
手
詔
、
多
命
安
貞
祝
革
、
甚
承
思
願
。
累
遷
申
書
侍
郎
。
天
賀
初
卒
。
」
(
幻
)
『
蒙
荷
集
』
巻
一
二
、
「
衡
州
徐
僅
王
廟
記
」
の
中
で
、
自
ら
「
賀
慶
二
年
冬
、
某
俄
守
子
法
、
記
事
惟
謹
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
(
お
)
宮
崎
市
定
「
宣
祖
時
代
の
科
挙
思
栄
宴
図
に
つ
い
て
」
(
「
朝
鮮
学
報
」
却
、
一
九
六
三
、
の
ち
『
宮
崎
市
定
〈
若
芝
日
、
科
挙
、
岩
波
書
庖
、
一
九
九
三
、
所
収
)
。
及
び
高
橋
芳
郎
「
宋
代
の
士
人
身
分
に
つ
い
て
」
(『史林』
ω
1
3
、
一
九
八
六
)
参
照
。
(
却
)
洪
武
冨
錫
牒
志
』
巻
凹
中
、
徐
仮
王
廟
庵
記
「
慶
元
己
未
、
衆
謂
洞
字
日
就
荒
蕪
、
水
目
干
疾
構
、
持
張
所
乎
騰
、
建
選
請
宗
併
繕
彬
之
宮
。
借
敬
共
事
神
、
清
苦
持
戒
、
篤
一
方
信
重
、
経
営
補
茸
。
」
(
初
)
同
右
「
〔
併
〕
穿
閥
軒
以
延
賓
客
、
廟
逼
湖
波
、
往
来
病
渉
、
又
累
石
隠
百
飴
丈
矯
橋
。
」
(
担
)
同
右
「
三
役
克
復
、
慮
無
以
供
。
衆
乃
置
田
三
千
七
百
飴
歩
、
潟
伏
臓
計
、
先
後
二
紀
、
乃
克
就
緒
。
」
(
日
記
)
廟
記
中
に
、
「
穂
諮
記
傾
末
。
」
と
み
え
、
ま
た
、
宗
併
に
関
す
る
記
事
に
引
き
続
い
て
「
其
嗣
孫
文
植
」
と
あ
る
。
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(
お
)
原
文
で
は
「
尤
某
」
に
作
る
が
、
『
無
錫
開
化
郷
志
』
巻
上
、
寺
観
廟
社
の
「
石
塘
庵
」
の
引
く
『
錫
山
景
物
略
』
及
び
『
高
柳
器
問
遜
奮
話
』
の
尤
喧
伝
に
よ
り
補
う
。
(
但
)
上
田
信
「
地
域
の
履
歴
|
所
託
省
奉
化
県
忠
義
郷
1
」
(
『
社
会
経
済
史
学
』
胡
1
2
、
一
九
八
一
二
)
。
(
お
)
注
(
刷
出
)
で
引
用
の
上
国
論
文
。
(
お
)
『
寓
柳
渓
謹
奮
話
』
「
許
舎
山
深
多
虎
、
童
男
女
壷
亦
不
敢
出
戸
一
。
待
制
公
憂
之
、
乃
命
蒼
頭
拾
棟
子
敷
十
斜
、
預
作
大
縄
、
以
棟
子
置
縄
股
中
、
理
於
山
之
四
園
。
不
四
五
年
、
棟
樹
長
大
如
城
因
。
山
中
人
税
潟
棟
城
、
相
典
出
賞
、
造
囚
門
於
四
方
、
暁
開
夜
間
、
虎
途
不
敢
遜
城
而
入
。
山
中
人
徳
公
、
世
世
戸
帆
之
君
。
」
(
幻
)
『
宋
史
』
巻
三
八
五
、
葛
邸
伝
「
葛
郎
字
楚
輔
、
其
先
居
丹
陽
、
(
中
略
)
世
以
儒
皐
名
家
、
高
租
密
至
邸
五
世
登
科
第
、
大
父
勝
仲
至
師
三
世
掌
詞
命
。
」
問
、
巻
四
四
五
、
文
苑
「
葛
勝
仲
字
魯
卿
、
丹
陽
人
。
登
紹
聖
四
年
進
土
第
。
(
中
略
)
子
立
方
、
官
至
侍
従
。
孫
郎
、
第
右
相
。
」
史
料
中
の
勝
仲
が
、
尤
輝
の
姉
の
子
の
一
人
で
あ
る
。
(
お
)
戚
淳
『
霊
修
昆
陵
志
』
巻
二
、
科
名
に
よ
れ
ば
、
勝
仲
・
次
仲
は
紹
聖
四
年
(
一
O
九
七
)
に
、
師
仲
は
大
観
=
一
年
(
一
一
O
九
)
に
、
正
仲
は
政
和
二
年
(
一
-
一
一
一
)
に
そ
れ
ぞ
れ
進
士
に
及
第
し
て
い
る。
(
鈎
)
賀
祐
『
仙
渓
志
』
巻
一
円
一
、
嗣
廟
「
-
順
済
廟
、
本
調
州
林
氏
女
錆
E
、
能
知
人
柄
幅
、
残
而
人
嗣
之
、
航
海
者
有
晴
必
感
。
宣
和
問
賜
廟
額
。
」
(ω)天
妃
神
が
元
来
、
林
氏
の
娘
で
星
亙
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注
(
1
)
で
引
用
の
愛
宕
論
文
及
び
李
著
書
参
照
。
